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令和３年度
      施政方針
　　　　　　　【要旨】

東近江市長東近江市長

３月東近江市議会定例会で、小椋
市長が令和３年度の基本方針や政
策を示しました。

792億3,299万円
●一般会計
  まちづくりや福祉、教育など、市の全般的な事業
を行う会計
●特別会計
保険料や使用料など特定の収入で事業を行う会計

●企業会計
事業収入により経営する会計

会　　　計 当初予算額
一  般  会  計 475億円

特
別
会
計

国民健康保険（事業勘定） 104億9,800万円
国民健康保険（施設勘定） 10億3,000万円
後 期 高 齢 者 医 療 12億7,900万円
介 護 保 険 85億9,300万円
農 業 集 落 排 水 事 業 13億4,000万円
公 設 地 方 卸 売 市 場 4,250万円

小　　　計 227億8,250万円

企
業
会
計

水 道 事 業 30億4,834万円
下 水 道 事 業 55億4,771万円
病 院 事 業 3億5,444万円

小　　　計 89億5,049万円
合　　　計 792億3,299万円

総合計

性質別内訳性質別内訳性質別内訳

今年２月に市長選挙が執行されたことから、当初予算においては一般行
政経費を中心とした通年予算とし、６月に政策的経費などを盛り込んだ補
正予算を編成することとしています。
　また、切れ目ない行政サービスを提供するため、市民の安心・安全や市
民生活の安定性の観点から、新型コロナウイルス感染症対策や継続的な
事業については当初予算に計上しています。

２
期
８
年
、
一
貫
し
て
攻
め
の
姿
勢
で

東
近
江
市
の
発
展
を
願
い
、
市
政
運
営
に

努
め
て
き
た
こ
と
に
対
し
て
一
定
の
評
価

を
い
た
だ
き
、「
も
っ
と
頑
張
れ
」
と
い

う
声
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
チ
ャ
レ
ン
ジ

の
機
会
を
い
た
だ
い
た
も
の
と
受
け
止
め

て
い
ま
す
。

　

今
一
度
、
初
心
に
立
ち
返
り
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
声
に
し
っ
か
り
と
耳
を
傾
け
、

「
強
く
豊
か
な
東
近
江
市
」
の
実
現
の
た

め
に
全
身
全
霊
を
捧
げ
て
い
く
覚
悟
を
新

た
に
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

地
域
間
競
争
に
打
ち
勝
ち
、
果
敢
に
挑

戦
す
る
戦
略
的
な
行
政
運
営
を
進
め
、
各

分
野
に
精
い
っ
ぱ
い
取
り
組
ん
で
き
た
８

年
間
で
し
た
。
し
か
し
、
少
子
高
齢
化
が

も
た
ら
す
社
会
構
造
の
変
化
や
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
伴
う

地
域
の
社
会
経
済
活
動
の
停
滞
に
よ
り
、

財
政
状
況
の
厳
し
さ
が
増
す
中
で
、
実
現

で
き
た
施
策
が
あ
る
一
方
で
、
よ
う
や
く

動
き
出
し
た
事
業
や
道
半
ば
の
施
策
が
あ

り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
本
市
の
有
す
る
地
理

的
優
位
性
、
多
様
性
、
豊
か
な
自
然
や
奥

深
い
歴
史
文
化
が
十
分
に
い
か
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
も
感
じ
て
お
り
、
本
市
の
発
展

の
た
め
に
は
、
一
層
努
力
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
取
り
組
む
施
策
に
つ
い
て

は
、「
第
２
期
東
近
江
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の
４
つ
の
柱
に

沿
っ
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

商
工
業
、
農
林
水
産
業
に
お
い

て
、
創
業
や
雇
用
の
創
出
、
ブ
ラ

ン
ド
化
を
さ
ら
に
進
め
地
域
経

済
の
好
循
環
を
生
み
出
す
施
策

を
推
進
し
ま
す
。

❷
魅
力
あ
る
東
近
江
市
の
創
生

市
域
に
広
が
る
豊
か
で
多
様
性

の
あ
る
自
然
環
境
と
そ
の
中
で
育

ま
れ
て
き
た
歴
史
や
文
化
の
魅
力

を
磨
き
上
げ
る
と
と
も
に
、
健
康

を
維
持
す
る
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
や

人
生
を
よ
り
心
豊
か
に
す
る
た
め

の
文
化
芸
術
の
振
興
に
よ
り
暮
ら

し
の
質
を
高
め
ま
す
。
ま
た
、
新

し
い
人
の
流
れ
を
つ
く
る
観
光
振

興
や
定
住
移
住
施
策
を
行
い
ま
す
。

❸
夢
の
あ
る
東
近
江
市
の
創
生

将
来
の
ま
ち
を
支
え
る
人
を
増
や
し
、

ま
ち
の
活
力
を
維
持
す
る
た
め
、
若
い
世

代
の
結
婚
、妊
娠
、出
産
、子
育
て
の
希
望
を

か
な
え
る
施
策
を
行
い
ま
す
。

❹
豊
か
な
東
近
江
市
の
創
生

中
心
市
街
地
と
各
地
域
拠
点
の
充
実
、

各
地
域
を
結
ぶ
道
路
や
公
共
交
通
な
ど
の

強
化
、
防
災
減
災
対
策
な
ど
の
都
市
基
盤

の
整
備
を
進
め
る
一
方
で
、
地
域
共
生
社

会
の
実
現
と
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

の
施
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
方
針
の
も
と
、
関
係
部
局
が
十
分

に
連
携
し
、
よ
り
効
果
が
発
揮
で
き
る
よ

う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
「
東
近
江
市
で
生
ま
れ
、
育
ち
、
生
涯

を
通
じ
て
こ
の
ま
ち
で
満
足
の
で
き
る
人

生
を
過
ご
し
て
い
る
」
と
実
感
で
き
る
ク

オ
リ
テ
ィ
の
高
い
ま
ち
を
目
指
し
、
こ
れ

か
ら
の
10
年
先
、
20
年
先
を
見
据
え
、
地

域
に
活
力
を
呼
び
起
こ
す
さ
ま
ざ
ま
な
施

策
を
前
進
さ
せ
、
強
く
豊
か
な
東
近
江
市

の
創
生
に
向
け
、
全
力
を
尽
く
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

令和３年度
　 当初予算

３期目の初登庁で花束を受け取る小椋市長

強
く
豊
か
な
東
近
江
市
の

　
　
　
　
　
実
現
に
向
け
て歳出 

市税
157億255万円自

主
財
源

依
存
財
源

475億円
一般会計

繰入金
30億1,148万円

負担金・使用料・手数料など
5億2,301万円

繰越金・諸収入など
20億4,663万円

地方交付税
101億円

国庫支出金
62億7,325万円

市債
27億5,580万円

県支出金
34億9,178万円

地方消費税交付金など
35億9,550万円

475億円
一般会計

民生費
175億6,382万円

公債費
62億801万円教育費

49億1,364万円

総務費
50億6,634万円

衛生費
47億3,747万円

土木費
28億6,076万円

農林水産業費
22億3,154万円

消防費
15億7,109万円

議会費ほか
10億5,159万円商工費

12億9,574万円 歳入

自主財源
市が自主的に確保できるお金

●市税
市民の皆さんや企業などからの税金

●繰入金
基金（貯金）を取り崩したお金

●負担金・使用料・手数料など
特定のサービスを受けた人が負担
  するお金。施設利用料など
●繰越金・諸収入など
前年度から繰り越されるお金や寄附金など

依存財源
国や県から割り当てられるお金

●地方交付税
国税の中から市へ交付されるお金

●国庫支出金・県支出金
特定の事業に対して国や県から支出さ
　れるお金
●市債
市の借金

●地方消費税交付金など
国から一定の割合で配分されるお金など

項目 額
人件費 100億4,074万円
扶助費 90億6,617万円
物件費 78億7,322万円
補助費など 70億9,452万円
公債費 62億801万円
普通建設事業費 16億4,962万円
繰出金 45億8,855万円
積立金など 9億7,917万円

目的別内訳目的別内訳目的別内訳

会計別予算額

❶
活
力
あ
る
東
近
江
市
の
創
生




